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酵素標識抗体法による糞線虫症の血清

診断法に関する研究
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材料および方法緒言

沖繩県における糞線虫症は近年著しく減少し，最近１０

年間の調査でも感染率は平均0.8～0.9％で，ほぼ横ばい
状態で推移している．他方，糞便検査において糞線虫の

寄生が確認されなかった患者に何らかの目的で免疫抑制

療法を実施した後などに，突如として糞線虫陽性とな

り，しかも重感染の状態をきたす例が近年しばしば経験

され，臨床的立場からも看過できない問題となってい

る．また，かかる軽感染例では従来の糞便培養法による

検出率が必ずしも高くないことが最近の調査で明らかに

なってきた．このため沖繩県における糞線虫感染率は従

来言われているよりも実際にはかなり高いものと考えら

れるが，その実態は不明であり，軽感染者をも検出しう

るような血清検査法の開発が望まれるところである．さ

らに本症では，その多彩な病態と宿主の免疫応答との間

の密接な関連が従来より指摘されており，免疫学的観点
からも興味深い問題を含んでいる．しかし，このような

免疫学的研究の基礎となる血清検査法は本症に関するか

ぎりほとんど手つかずの状態にある．

以上の観点から，さきに著者らは糞線虫症の血清学的

検査法の開発を目的として，患者糞便の大量培養法によ

って得た幼虫からの抗原調製とこれを用いたmicro-EL

ISAに関する予報を行った（佐藤ら，1983)．今回は，

このmicro-ELISAについてさらに検討を加え，その診

断的価値を確認したので報告する．

１）糞線虫の培養

糞線虫Ｓｔｒｏ"gyJoiaesstercoraJis幼虫は那覇市泉崎
病院を受診した比較的重症の患者２名から４日間にわた
って採取した糞便を濾紙培養して得た．ネズミ糞線虫
S・ｒａｚｔｉは熊本大学医学部寄生虫病学教室より提供をう

けた感染ラット糞便を同様に濾紙培養し，幼虫を得た．

幼虫の大量採取を目的とした糞便の大量培養法は，すで
に報告したごとく（佐藤ら，1983)，５７×14ｃｍの大型濾
紙に型通り下端約３ｃｍを残して全面に患者糞便を塗布
し直径約９ｃｍの円筒状に巻き上げたものを水を入れた
ガラス容器内に立て，28.Ｃで７日間培養した．これと

同じものを５～６個分用意することによって，患者のほ
ぼ全便を培養することが可能であった．また，濾紙を巻
き上げる際にフィルム現像用のプラスチックベルトを濾
紙の間にはさみ，濾紙面が互いに接着しないように工夫
し，培養水の汚れを防いだ．培養水は培養２日目以降，
毎日交換し，遊出した幼虫をその都度集めた．

２）抗原の調製

培養水中に遊出した虫体はそのほとんどがフィラリア

型幼虫であり，ラブジチス型成虫の混入は認められなか
った幼虫は冷リン酸緩衝液（0.05ＭＰＢ，ｐＨ7.2）で

３，０００rpm，１５分間の遠心洗浄を５回繰り返し，沈澄をテ
フロンホモジナイザーで磨砕した．これに少量のＰＢを

加え，マグネチックスターラーで４°Ｃ，４８時間攪枠し，
抗原抽出を行った．抽出液は２０，０００rpm，３０分遠心し，
その上清を抗原とした．抗原は凍結乾燥法により濃縮

後，Lowry-Folin法（LowryeZaZ.，1951）で蛋白量を
測定し，-20°Ｃに凍結保存した．

３）感染家兎血清

本研究は文部省科学研究費補助金による研究，
特別研究促進費：課題番号57123117「熱帯寄生虫病
の対策に関する基礎的研究」（研究代表者・大鶴正満）
の助成による．

'）琉球大学医学部寄生虫学教室

2）那覇市泉崎病院
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Ｓ・stercorα"ｓおよびＳ・ｒａＺｔｉによる感染血清は各々

５×105の生幼虫を皮下に注射された家兎血清を用い

た．広東住血線虫Ａ"gfoSZro"g《y〃Ｓｃα"to"e"SiS感染血

清はＢｉ｡,，ＷｉａｍｒｉａｇＺａｈａｔａから得た感染幼虫１×102

を経口感染させ，その後３×102と１×103の生幼虫で

１～２回の追加感染を行った家兎血清である．

４）糞線虫症患者血清

糞線虫感染者血清は泉崎病院を受診した24名の患者よ

り採取した合計27検体と座間味村の集団検診で糞線虫感

染者と判明した一般住民９名の血清を用いた比較のた

め，同じ集団検診で糞線虫の感染を認めることができな

かった住民33名の血清も検査した．対照として，最近の

沖繩県ではほとんど本線虫の感染が認められず，感染の

既往もないと考えられる10歳以下の小児血清64検体，お

よび本線虫の分布しない新潟県の一般住民100名の血清

を用いた．

５）標識抗体および基質

標識抗体はいずれもぺルオキシダーゼ標識ヤギ抗体

(Miles-Yeda）を用いた．感染家兎の血清抗体の測定は

抗家兎IgG（LotNo.Ｓ905)，患者血清抗体の測定には

杭ヒトＩｇＧ（7-chainspecific：LotNo.Ｓ233)，杭ヒト

IgM（/z-chainspecific：ＬｏｔＮｏ．Ｓ161）および杭ヒト

IgE（LotNqS980）を使用した．

基質は５－aminosalicylicacid（5-ＡＳ：関東化学）と

o-phenylenediamine（ＯＰＤ：EastmanKodak）を用い

た.５－ＡＳはその80ｍｇを70°Ｃの蒸留水100ｍlに溶解し，

0.1ＮＮａＯＨでｐＨ６．０に調整したものに，使用直前，

1/10量の0.05％Ｈ２０２を加えて基質溶液とした．ＯＰＤ

は10ｍｇを1.0ｍｌのメタノールに溶解し，蒸留水で100

ｍlとしたものに,使用直前に３％Ｈ202を１０Ｍ加えた．

６）酵素抗体法

酵素抗体法（Enzymelinkedimmunosorbentassay：

ELISA）はマイクロプレートを用いたmicro-ELISA

を行った．方法は中尾ら（1981）に準拠し，１）プレート

抗原感作，２）プレートＢＳＡ（ウシ血清アルブミン）処

理，３）被検血清反応，４）標識抗体反応，５）基質反応の

順に行った．マイクロプレートはmicro-ELISA用ポリ

スチレンプレート（DynatechM129A）を使用し，抗

原，被検血清，標識抗体，基質の液量はいずれも30Ｍ／

ｗｅｌｌとした．抗原液は0.05Ｍ炭酸緩衝液（ｐＨ9.6）で

蛋白濃度を５/αg/ｍｌに調整し，これを各プレート穴に入

れ,３７°Ｃに２時間,続いて4°Ｃに一晩置いてプレートの

抗原感作を行った．プレートの洗浄は0.05％Tween20

を含む0.15ＭＰＢＳ（ｐＨ7.2）を洗浄液とし，その40Ｍ

を各プレート穴に入れ，５分間放置したのち，洗浄液を

吸引除去する操作を３回繰り返した．プレートの洗浄操

作は各実験手順ごとに行った．プレートのＢＳＡ処理は

各穴に300’1の２％ＢＳＡ（Sigma）を含むＰＢＳを入れ，

37.Ｃで１時間行った．被検血清はＰＢＳで100倍に希釈

し，37.Ｃで１時間反応させた．次いで，０．０５％Tween

20と1.0％ＢＳＡを含むＰＢＳで希釈した標識抗体を同

様に30分反応させ，さらに基質を反応させた．基質の反

応は速やかに基質溶液をプレート穴に入れ，５－ＡＳは室

温下で１時間，ＯＰＤは暗所で30分行った．反応終了後，

5-ＡＳに対しては25/ｄのｌＮＮａＯＨ，ＯＰＤには８Ｎ

Ｈ２ＳＯ４を25/21加えて酵素反応を停止させ，直ちに吸光

度をマイクロプレート光度計（コロナＭＴＰ-12）を用い

て，５－ＡＳは波長449nｍ，ＯＰＤは500nｍで測定した．

ELISA力価の測定は－穴法で行ない，その値を吸光=度

(０，値）で示した．

結果

１）基質の検討

使用した２種類の基質の反応特性を比較するために，

糞線虫陽'性者血清30例と糞線虫陰性の新潟県住民，小児

血清のうちの18例，計48検体について，各基質の０，

値の相関をみたのがＦｉｇ．１である．両基質の反応』性に

は強い相関がみられるが（r＝0.924,,＝48)，ＯＰＤ

では５－ＡＳに比較して陰性反応領域で０，値が低く，
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２）Ｓ・sze7coγα/ｉｓとＳγαzLti抗原の比較

Fig.２は糞線虫症患者血清27検体，座間味村の住民で
Ｕ

糞線虫陽性であった者の血清９検体，および糞線虫陰性

であった座間味村住民と小児血清のなかから任意に選び

出した59検体,計95検体について,各々５’9/miに調整
したＳ､SZe7Coγα"sおよびＳ・了αｍ抽出液を抗原として

用いた場合の反応相関をみたものである．全般に８１．ｓt‐

erCoraZiS抗原を用いた場合の反応がＳ、γα伽抗原に比

べてやや高いが，両抗原の間に強い相関がみられ（r＝

0.859,,＝95)，Ｓ、Ste1℃ｏ７ａＪｉＳ抗原の代りにＳ､γα伽

抗原を本症の診断用抗原として使用可能であることが示

された．

３）他種蠕虫抗原との比較

Ｆｉｇ．３に示したのはＳｔγo"gy/oiacsと他の６種蠕虫

の粗抗原を用い，前記血清95検体について各々測定した

ELISA値とその平均値である．Ｅ・〃MMoCz`/αγｉｓのよ

うに全体としてbackgroundがかなり高い傾向がみられ

たが，Ｓｔγo"gyZoiaeSと，．〃７Ｍｉｓ抗原を除けば個々

の０，値はほとんどが０．３～０．５の低値を示し，平均

ＯＤ値も0.4前後のものが多かった．他方，Ｄ・加城tis

抗原に対する反応は０，値０４～1.35の広い範囲に分布

し，平均０，値も0.68で，Ｓ､sterco7α/ｉｓやＳ､γα加抗
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このため，以後の実験には基質にＯＰＤを使用した．

５
０

１
１

（
Ｅ
Ｅ
Ｃ
○
の
．
。
．
○
）
の
．
’
の
シ
く
の
一
］
山

・
・
・
、
：
完
・
８
）
・
幼
》
品
〒
銀
・
双
呼

ザ
。
艶
か
。
宛
卯
・
・
・
》
エ
の
尖

(豊鰯轍）

完
。
〉
。
、
。
；
や
密
“
・
凸
ｎ
Ａ

…
償
…

●●
：
●
●
品
●

●
●
●
‐
●
、
。
■
正

・
沖
か
、

拳

群
ハ
エ
四

０５

商
●

●

Ｓｔｓ Ｓｔｒ ＤｉＡｃＡｎｃＦｈＥｍＳｅ

Ａｎｔｉｇｅｎ

Ｆｉｇ，３DistributionoftheELISAvalueswithvarioushelminthantigensin95sera、Vertical

barsrepresentthemeanvalues、Ｓｔｓ：Ｓ・sZe7co7aJis，Ｓｔｒ：Ｓ，γαtti，Ｄｉ：，．ｉ加加iZis，ＡＣ：

Ａ・Ｃａ"to"e"sis，Ａｎｃ：Ａ"cyZoSZo"ｚａｃα"z〃"、，Ｆｈ：FascioルノZ”αZica，Ｅｍ：ＥＣ/ii"ococczzs

''１"〃oc"Jaris，Ｓｅ：Ｓｐａ'弓gα刀…〃'α'2so'２Z

（３）



6６

結果であることが示された．

４）感染家兎血清による反応

Ｓ・ｓｔｅｒｃｏ７ａＺｉＳあるいはＳ､γα城を感染させた家兎血

清中のＩｇＧ抗体の推移をFig.５に示した．いずれの家

兎でも感染１週目にはすでに高いELISA値を示し，S

ste7Coγα"S感染家兎で66日以上，Ｓ・mtZi感染家兎では

125日以上にわたって高値が維持された．また，Ｓｓｔｅ７‐

ｃｏｒａＺｉｓとＳ､γα伽抗原の問でELISA値に大きな差は

みられなかった．これに対し，非対応のＡ・Ｃａ"to"e7zsis

抗原による反応はきわめて低い値を示したにすぎない．

逆にＡ・Ｃａ７ｚＺｏ"elM感染家兎ではFig.６に示したご

とく，対応するＡ、Ｃａ"to"e,Ｍ抗原に対する抗体レベ

ルの上昇にともなってＳか。"gyZoiロルＳ抗原に対する反

応も上昇するが，この場合にも非対応のＳＺ７ｏ"gyJoiaes

に対する反応はいずれも明らかな低値を示した．

５）糞線虫感染者血清による反応

Ｆｉｇ．７は糞線虫感染者および比較のための各種血清

群についてＩｇＧ，ＩｇＭ，ＩｇＥ抗体ごとに測定したＥＬ‐

ISA値を示したものであるIgG抗体についてみると，

泉崎病院を受診した患者（Ａ群）のほとんどが０，値で

0.7～1.9にわたる高値を示し，平均０，値も1.12であ

った．また，座間味村の集団検診において本線虫の感染

が確認された一般住民（Ｂ群）の血清０，値はすべて

0.8を越え，平均値も１．４と高値であった．これに対し，

同じ集団検診で糞線虫の寄生が認められなかった一般住

民（Ｃ群）では0.7以上の高い０，値を示すものが少数
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ｗｉｔｈＳ、ｓｔｅ７ｃｏｒａＺｉｓａｎｄＤ．、z〃tisantigens
in95sera．

原による平均０，値(0.72および0.69）とほぼ同じ高値

を示した．しかし，Ｄ・加伽ZisとＳ・sZe7co7aZis抗原

によるＯＤ値の相関をみると（Fig.４)，前述したＳ、

stcγCOMｉｓとＳ・ｒａｚｒｉとの間の場合と異なり，相関は

みられなかった（r＝0.407,,＝95)．すなわち，，．

〃〃"ｓに対して高い０，値が示されたのは検査した

沖繩住民の血清中にＳ・Steγcｏｒα/ｉｓに対して陰性であり

ながら，.〃〃tｉｓに陽性のものが相当数含まれていた
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Ｆｉｇ．５Ａntibodyresponsesassessedbythemicro-ELISAwiththreeantigensofS・ste7co7α/ｉｓ

(●)，Ｓ・ｒａｔｔｉ（○）ａｎｄＡｃα"ｔｏ"e"siｓ（▲）inrabbitsinfectedwithS・ｓｔｃγＣＯ了ａＺｉＳ（Rabbit

No、１）ａｎｄＳ.「αtrf（RabbitNo、２)．Rabbitswereinfectedbysubcutaneousinjectionof5×

l05filariformlarvaeofeitherspeciesrespectively．

（４）
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みられたが，多くは0.7以下であり，平均値は0.67であ

った．また，糞線虫陰性であった小児血清（Ｄ群）では

すべてが0.7以下の０，値で，平均はわずかに0.37であ

った．さらに新潟県の一般住民（Ｅ群）でも0.3を越える

０，値を示すものは１例もなかった．陰性群（Ｄ，Ｅ

群）について，その99％棄却限界上限値を求めると各々

0.696,0.266となり，仮にＤ群の上限値を反応の陽性限

界とすると，Ａ群で92.6％（25/27)，Ｂ群で全例が陽性

となり，逆にＤ，Ｅ群は全例が陰性であった．また，Ｃ

群では24.2％（8/33）に陽性の反応がみられた．

Ｅ群を除く他の血清群では，ＩｇＭ，ＩｇＥクラスの抗体

についても同様の測定を行った．しかし，いずれの抗体

クラスでも高値を示す例はほとんどなく，糞線虫陽性者

と陰性者の問でも差はみられなかった．

分にも満たないことが明らかになってきた（高井ら，

1983)．近年，免疫抑制療法の普及とともにステロイド

剤や免疫抑制剤の使用が増加していることを考え合わせ

ると，かかる軽感染例をも効果的に検査し得るような敏

速で感度の高い血清学的検査法の必要性が強調される．

このような観点から，著者らは前報において清浄な幼

虫浮遊液を大量に得るための患者糞便の大量濾紙培養法

を工夫し，得られた幼虫からの抗原調製とその抗原`性お

よび患者血清中の本線虫に対する特異抗体の存在を検討

した（佐藤ら，1983)．その結果，得られた抗原と患者血

清との間でゲル内沈降反応によって弱いながら明らかな

沈降線の形成を認めることができた．さらにこれをnli‐

cro-ELISAに応用し，その至適抗原濃度や血清濃度，

特異性などの予備的検討も行った．今回は，このmicro‐

ELISAで多数の糞線虫陽性者，各種対照者血清を検討

し，糞線虫陽性者血清では著明に高いELISA抗体価を

検出することができた．糞線虫陰性であった一般住民の

血清の一部に高値を示すものがみられたが，これはさら

に徹底した糞便検査を行えば本線虫の感染が確認される

可能性があり，あるいは感染既往者であった可能性が考

えられる．さらに，他種寄生虫抗原との交差反応の検討

結果も考え合わせ，本法が５βg/ｍｌ程度の微量の抗原で

実施でき，かつ感度が高く，比較的特異性に優れた血清

学的検査法として本症の診断に応用し得ることを確認し

た．本症のmicro-ELISAはすでにTribouley-Duret

etα/、（1978)，CarrolletaJ．（1981)，Ｎｅｖａｅｔα/、

（1981）もＳ・sZe7CoMiSやＳ､γα雌抗原を用いた検討

を行い，やはり５～10/αg/ｍｌ程度の抗原濃度で良好な反

応性の得られることを報告している．micro-ELISAに

かぎらず，本症の血清学的検査にあたってまず問題とな

るのがいかにして充分な抗原材料と得るかという点であ

る．沖繩県では最近でも比較的重感染の患者が散見さ

れ，著者らはこれまでに７名の患者から駆虫前数日間に

わたって糞便材料を集め，多量の抗原を得ることができ

た．また，GroveandBlair（1981）はＳ、sterco「αZｉｓ

を実験的に感染させたイヌから幼虫を得ている．沖繩県

では糞便材料から直接大量の幼虫を集め，抗原を調製す

ることがまだ比較的容易であると思われるが，今後さら

に安定した抗原の供給を図るために各種実験動物からの

虫体採取の可能性も検討する必要がある．他方，Ｓ､sZe．

γＣＯγα/ｉｓ以外のＳＺ７ｏ刀gyJoiaeSを抗原として用いること

も試みられ，BrannonandFaust（1949）は自然感染の

チンパンジーから得たＳ・が此６０伽と思われるフィラ

リア型幼虫を使用している．また，従来よりＳ・sterco‐

考察

ヒト糞線虫症に関する研究は，その多彩な病態を反映

して症例報告や治療経験に関するものが多く，我が国で

は田中らが主に寄生虫学的立場から系統的な研究を行っ

てきたほか（Tanaka，1958)，臨床的立場からは城問ら

が一連の報告を行っている（城問，1959)．しかし，免疫

学的立場からの研究は内外を問わずまだほとんど手つか

ずの状態にあり，我が国では佐藤（佐）が1933年に行っ

た古い報告があるだけである．国外でもBrannonand

Faust（1949)，DafallaeZα/・（1977)，ＲｉｆａａｔｅｔａＬ

(1979）が抽出抗原による皮内反応を試み，CouderteZ

aJ．（1968)，Dafalla（1972)，Ambroise-ThomasetaZ．

(1974)，GroveandBlair（1981）が幼虫を抗原として用

いた螢光抗体法の結果を報告したものなどが少数みられ

るにすぎない．その理由として，Ｓ・ｓｔｃγCoMiSは実験

動物による継代維持が困難であることや虫体が微小であ

り，充分な量の抗原を得ることが難しいことがあげられ

る．また，本症は一般に無症状のまま長期間経過する場

合が多いことや糞便の培養検査によってほぼ確実に検査

できると考えられていたことも本症の血清診断に対して

比較的関心が低かった原因と考えられる．しかしなが

ら，本症は前述したごとく，何らかの原因で免疫低下を

きたした患者においてしばしば全身散布型の糞線虫症を

ひきおこし，重篤な状態におちいることが古くから知ら

れている（Liepmanl975；BradleyetaJ.，1978；

ScowdenaaZ.,1978)．また，著者らが最近沖繩県下で

行った調査では，無症状のまま長期間を経過しているよ

うな軽感染者は糞便培養検査法による検出率が必ずしも

高くなく，従来の方法で感染が確認できる例は実際の半

（６）
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定基準の検討も行う必要がある．

まとめ

糞線虫症の血清診断を目的として，患者糞便の大量培

養によって得たＳＺγo"gyZoiaessteγＣＯγα/ｉｓ第３期幼虫

から調製した抗原を用いてmicro-ELISAを行った．

抗原は５，αg/ｍｌに調整し，100倍希釈した血清で測定

した糞線虫症患者および感染が認められた一般住民血清

のELISA値は，そのほとんどがＯＤ値で0.7以上を示

し，平均ＯＤ値も１．１と1.4に達する高値であった．これ

に対し，本線虫の感染が認められなかった小児血清や本

症の非浸淫地域である新潟県住民の血清では０，値が

0.7を越える例はなく，糞線虫陽性者と陰性者の間で明

らかな抗体レベルの差が認められた．

これらの結果から，本法の陽'性限界は100倍希釈血清

で０，値が0.7程度と判断され，これをもとに測定した

感染者の陽性率は94.4％（34/36)，非感染者は全例が陰

性であった．

これらの感染者血清中に検出された抗体はそのほとん

どがＩｇＧクラスの抗体であった．

糞線虫感染者血清はＳ、γα雌抗原に対しても高値を

示し，Ｓ・SteγCoraZiSとＳ､γα伽抗原の反応には強い相

関がみられたことから，Ｓ､γα伽抗原も本症の診断用抗

原として利用できることが示された．

今回検討した糞線虫感染者はいずれも他の蠕虫類との

混合感染がみられなかった者であり，Stro"gyZoiaes以

外の蠕虫抗原との反応も一般に低かった．

以上の結果から，本法が微量の抗原で実施でき，しか

も鋭敏性に優れ，比較的特異性の高い方法として，広汎

な疫学調査や個々の免疫診断に利用できることを確認し

た．

Ｍｉｓの代りにＳ､γαtzi抗原を用いた検討も多くなされ

ており，これはＳ・stercoraZisに比べて実験室内での継

代維持が容易であることや感染の危険がないなどの利点

によるものと思われる．しかしながら，他種Ｓｔγo7zgyJo‐

ﾉｺﾋﾟｓ抗原の使用にあたってはその反応性や特異性につ

ついて充分な解析を行っておく必要がある．Groveand

Blair（1981）は間接螢光抗体法で，また，ＮｅｖａｅＺａム

(1981）はmicro-ELISAでＳ・st2了ＣＯγα/ｉｓとＳ、γαtti

抗原の反応性を比較し，Ｓ、ＳＺｅｒＣｏｒａＺｉＳ抗原で全体的に

高い反応性が得られたが，両抗原の反応性の問には密接

な相関のあることを報告した．今回，著者らもmicro‐

ELISAでほぼ同様の結果を得，Ｓ,γα”抗原が本症の

血清診断用抗原として充分利用できることを示した．

本症の多発地域の多くは蛆虫，鉤虫，鞭虫などの消化

器寄生線虫類やフィラリアの高浸淫地域である．従って

血清診断を試みたこれまでの報告ではその特異性に関す

る評価は必ずしも一定していない．KananiandRees

(1970）は本線虫とフィラリアとの間で強い交差反応が

みられることから，フィラリア抗原を用いた補体結合反

応が糞線虫症の診断に応用できると述べている．また，

Tribouley-DuretetaZ．（1976；1978）もＳ,γαZZiを抗

原として用いた皮内反応やmicro-ELISAで蛆虫や鉤虫

などとの間で比較的強い交差反応を認めている．これに

対し，GroveandBlair（1981）は間接螢光抗体法によっ

て蛆虫やイヌ糸状虫とＳ、γα伽との間に交差反応の存

在を認めなかったと報告した．著者らも前報において，

広東住血線虫，イヌ蛆虫，イヌ糸状虫，イヌ鉤虫の抽出

抗原で各々免疫した家兎血清を用い，Ｓ・SZeγＣｏ７ａＪｉＳ抗

原との交差反応性を検討した．その結果，広東住血線虫

抗原で免疫した家兎血清との間で比較的強い交差反応を

認めたが，他の３種寄生虫との交差反応は微弱なもので

あった．さらに今回は，広東住血線虫感染家兎で同様の

検討を行ったが，交差反応はかなり低いという結果を得

た．また，今回検査した糞線虫陽｣性者はいずれも他種寄

生虫との混合感染の認められなかった者であり，その血

清中に著明に検出されたＩｇＧ抗体は糞線虫の感染によ

って特異的に産生されたものであることを示唆してい

る．

今回は，抗体レベルの測定を－穴法で行い，その値を

ＯＤ値で示した．これは限られた抗原量で可能なかぎり

多くの検討を行うことを目的としたものであり，今後，

疫学調査のためのスクリーニングテストとして有効な方

法と思われる．他方，個々の症例の免疫診断にあたって

血清希釈倍数による正確な抗体価の測定を行うための判
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：Abstracti
Io..＿｡…＿….-........1

ＳＴＵＤＩＥＳＯＮＴＨＥＥＮＺＹＭＥ－ＬＩＮＫＥＤＩＭＭＵＮＯＳＯＲＢＥＮＴＡＳＳＡＹ（ELISA）

ＦＯＲＩＭＭＵＮＯＤＩＡＧＮＯＳＩＳＯＦＳＴＲＯＮＧＹＬＯＩＤＩＡＳＩＳ

ＹｏｓＨＩＹＡＳＡＴＯ１)，ＡＫＩＨＩＫｏＴＡＫＡＩ１)，ＪｕＮＫｏＭＡＥＳＨＩＲＯ１）ＡＮＤＹｏｓＨＩＹｕＫＩＳＨＩＲＯＭＡ２）

(1)Depαγtｍｅ"ｔＱ/ＰａｒａＳｉｔｏ/０９ｺﾉ,Ｓｃhoo／ｑ／Meaici"e，U7ziz)eバノＺｌｙｑ／ZﾉZeRymﾉb'"s，

ＭＷﾉｶαγα，Ｏ伽azua903-0I；２)と"〃ｚａｈｉＨｏＳＰｉＺα/,Ｍｈａ,Ｏ胸α、α902）

Thetechniqueofenzyme-linkedimmunosorbentassayonamicrotiterplate(micro-ELISA)for

serodiagnosisofhumanstrongyloidiasiswastriedusingtheantigｅｎｆｒｏｍｔｈｅｌａｒｖａｅｏｆＳＺ７ｏ"gyJoiaes

ste7co7aZisobtainedbythefaecalmass-culture・

Ｔｈｅａｎｔｉｇｅｎｃｏｕｌｄｂｅｕｓｅｄａｔｔｈｅｐｒｏｔeinconcentratioｎｏｆ５ｌｕｇ/ｍｌ，showingthesensitivere‐

actioninthemicro-ELISA・Ｍｏｓｔｏｆｔｈｅｓｅｒａｆｒｏｍ２４ｐａｔｉｅｎｔｓｗｉｔhprovedstrongyloidiasisandfrom

９inhabitantspositiveforS・stercoraZisbyfaecalexaminationinOkinawaprefectureshowedthe

ELISAvaluesaboveO7（ＯＤａｔ５００ｎｍ）ａｔｌ：１００serumdilutionandtheirmeanvalueｓｗｅｒｅａｓ

ｈｉｇｈａｓＬ１ａｎｄ１．４，respectively、Ｏｎｔｈｅｏｔｈｅｒｈａｎｄ，theserafromlOOinhabitantsinNiigatapre‐

fecture，anareanonendemicforstrongyloidiasis，ｓｈｏｗｅｄｌｏｗｖａｌｕｅｓｂｅｌｏｗＯ３ａｎｄａｓｉｇｎificantdiHe‐

renceintheELISAvalueswasobserveｄbetweenthepersonswithandwithoutstrongyloidiasis・

Fromtheresults，serawithopticaldensityvaluesgreaterthanO7wereconsideredtobeposi‐

tiveUsingthecriterion，９４．４％ｏｆ３６ｐｏｓｉｔｉｖｅｐｅｒｓｏｎｓａｎｄｎｏｎｅｏｆl64negativecontrolshadanti‐

ｂｏｄｉｅｓｔｏＳ・sZe7co7aZis・

TheIgGclassofantibodywasconsideredspecificforS・sZe７℃o7aZisinfectionandthoseofIgM

andIgEclasseswerenotsignificant、

WhentheresponsivenessofS・ste7co7α〃ｓｅｘｔｒａｃｔｗａｓｃｏｍｐａｒｅｄｗｉｔｈｔｈａｔｏｆＳ．γα伽，aclose

correlationbetweenthesetwoextractswereobserved、ItwassuggestedthatS．「αZZiantigencould

beutilizedfOrserodiagnosisofstrongyloidiasisinsteadofS・ste7co7aJisantigen・

Ｉｎａｄｄｉｔｉｏｎｔｏｔｈｅｆａｃｔｔｈａｔｎｏｃｏｎｃｕrrentinfectionwithothergastrointestinalhelminthswas

observedamongtheexaminedpersons，theconsiderableweakcross-reactionsoftheirserawithother

helminthantigenssuggestedthattheresponsesinthemicro-ELISAwerespeciｆｉｃｆｏｒＳＺｒｏ"gy/oiaes・

Themicro-ELISAtechniquedevelopｅｄｉｎｔｈｅｐｒｅｓｅｎｔｓｔｕｄｙｃｏｕｌｄｂｅｐｕｔｉntopracticewitha

verysmallamounｔofantigenandtheresultsobtainedindicatedthatitssensitivity，aswellasspecifi-

city，wassatisfactory・Thetechniquewasconsideredtobereliableforserodiagnosisofeachpatient

aswellasforepidemiologicalsurveyofstrongyloidiasis．
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